


1

申請書類の作成の際のポイントは以下のとおりです。

① 誰もが理解できるように専門用語をできるだけ使用しない。どうし
ても使用せざるを得ない場合は、用語の説明を記載する。

② 長々とした文章ではなく、簡潔かつ明確に記載する。

③ 内容について実績や試験などで確認されたこと以上のことは記載
しない。特に、数値などについては、全て資料にて確認を行います
ので、誇大表示した記載は行わないで下さい。

④ 技術の原理などイメージ図等を添付すると分かり易い。

⑤ 従来技術との比較において経済性の内訳については、標準積算
基準を参考とし、従来技術も記載して下さい。標準積算基準にな
い技術については、見積りを作成して下さい。

◆申請書類作成の際のポイント◆
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◆記載例◆ 様式２の書き方のポイント【全般】

120分間でタイムアウトします。作成
の都度、一時保存を行ってください。

こまめに
一時保存

内容確認のヒアリン
グを予約したのち、
「受付窓口へ提出」
を押してください。

以降、項目ごとに記
載例を示しポイント
を説明します。



◆記載例◆ 1.技術名称等 2.分類・区分 3.キーワード等

【技術名称】
• 特徴がイメージ可能な一般名称＋「製品の固有名称」。
固有名称はフルネームで記載。

• 技術名称は基本的に変更できないため、更新等も考
慮する。

• 他の商標登録又は既にNETIS登録された技術名称と
同一でないか確認する。

• 「新」を付けたり、型番や会社名を入れない。

【副題】
• 技術名だけでは不明な技術内容を補完する内容とす
る。

• 現場等で役に立つ特徴を具体に記載。
• 特に技術の「売り」になっている内容とする。

※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

【分類】
• レベル４まで選択できるものはレベル４まで選択する。

【キーワード・開発目標】
• 最大３項目を選択。
• 活用の効果との整合を図る。
• 利用者が検索しやすいキーワードとする。
• 自由記入は、様式２に記載された文言、語句の同意
語があれば記述する。
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◆記載例◆ 4.開発体制等

【開発体制】
• 技術の開発された体制が単独か、共同開発かを選択する。

【開発会社】
• 開発会社は会社名、学校名（教授名共）、官公庁（所属部署共）等を全
て記述する。

• 共同開発の場合、申請者以外の開発者からのNETIS登録の同意書が
必要です。

• 海外の開発者の場合は国内で権限保有する者であること。

【問合せ先】
• 技術担当者は、技術と申請内容を一番理解した者とする。
• E-MAILアドレスは必ず記載し、半角で入力する。
• URLは取得していなければ記述不要とする。
• 営業は、営業担当者もしくは記載内容を二番目に理解した者とする。

【問合せ先（その他）】
• 共同開発者で、技術、営業にも記載されなかった担当者を記述する。
• 協会員や、各支店も記載可能であるが、住所、電話番号、担当者が変
更された場合は、 その都度、更新申請を行う必要がある。

※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。
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【概要】
①何について何をする技術なのか？
• 1行程度で箇条書きとする。
• （記述例） 道路の路肩や法面等を耐久性の高い○○○○シート
で覆うもので防草対策に使用

②従来はどのような技術で対応していたのか？
• 従来技術とは申請技術の比較対象となる技術で、評価する際の
比較基準となる。

• 従来技術は標準積算基準や一般的に使用されているものから選
定する。

• 過去に自社で開発されたもの、自他社においてNETIS登録されて
いる技術は不可

• 1行程度で箇条書きとする。
• （記述例） 「道路除草工(肩掛式機械除草、年1回)」、「発動発電
機を使用した電源確保」

③公共工事のどこに適用できるのか？
• 公共工事で適用できる工事を記述する。
• その他複数にあれば「・」で区切って簡潔に記述する。
• （記述例） 「道路路肩や法面の防草」

◆記載例◆ 5.概要 6.概要写真等

【概要写真】
• 写真及びイメージ図は概要が確認できるものとする。
• 写真等はユーザーが技術の特徴を理解しやすいようにコメ
ント補足など工夫する。

・写真及びイメージ図はGIFあるいはJPEG形式の画像ファイルとする。
・画像の横幅は最大でも、横600ピクセルに収まるようにする。

※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

概要写真及びイメージ図

表による表現も可能。

誤字チェック
ができます。
記入後、click
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◆記載例◆ 7.新規性及び期待される効果 8.効果写真等

【新規性及び期待される効果】
★できるだけ具体的にポイントのみを簡潔に記載する。

①どこに新規性があるのか？
• 従来技術との違い（新しい技術）を簡潔に記述する。
• その他複数にあれば「・」で区切って簡潔に記述する。

②期待される効果は？
• 上記の新規性に対して具体的なメリット等を箇条書きに記述する。

③その他
• 開発、コンセプトに至った経緯や、メリットの詳細、説明の必要が
ある着目点などがあれば、文字数の許す範囲で記述する。

【効果写真】
• 写真及びイメージ図は新規性で記載した内容が確認できるもの
とする。

• 写真等はユーザーが理解できるように工夫する。

※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

新規性の写真及びイメージ図

表による表現も可能。
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◆記載例◆ 9.技術概要（アブストラクト）
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

【概要（アブストラクト）】

• 「概要」「新規性及び期待される効果」で記載した内容を簡
潔にまとめる。

• 何の技術で、どの様な特徴があり、どの様な効果があるの
かを記述する。
① 文頭には国土交通省積算基準の標準工種を明記
する。

② 従来技術をどのように改善したのか簡潔に記載す
る。

③ 多用途で災害復旧等でも活用できる場合は、文末
にその旨を記載する。

• 記述文字数が全角で127文字以内で収める。

アブストラクトとは、NETISで技術を検索した際に、
新技術名称とともに表示させるものです。
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【適用条件】

①自然条件
• 気温や気象、土質条件等に関する制約を具体に記述する。
• 記述事項がない場合は「特になし」とする。

②現場条件
• 作業スペースや支障物件等の制約条件を具体に記述する。
• （記述例） 作業スペースとして○m×○m程度必要、使用
機械の大きさ□m×□m

③技術提供可能範囲
• 新技術を適用できる地域について、具体的な都道府県名
又は地区と理由を記述する。

• 制約がない場合は「全国」とする。
• （記述例） 九州地区限定（製品の製作工場が九州である
ため）

④関係法令等
• 法令上厳守しなければならない条件を記載する。
• 労働安全衛生法等は特に記述しない。
• （記述例） 大量に保管する場合は各消防署への届け出が
必要となる。

• 記述事項がない場合は「特になし」とする。
• 仮設や安全施設等は労働安全衛生法および労働基準監
督署への確認を行うこと。

◆記載例◆ 10.適用条件
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。



【適用範囲】

①適用可能な範囲
• 施工量、規模、対象土質、対象工種等を具体に記載する。
• 実績や試験などで確認できる範囲とし、誇大標示は行わ
ない事。

②特に効果の高い適用範囲
• 適用可能な範囲で特に効果の高い条件を具体的に記述
する。

• 技術のアピールポイントと整合するように記述する。

③適用できない範囲
• 適用できない理由を具体に記述する。
• 記述事項がない場合は「特になし」とする。

◆記載例◆ 11.適用範囲 11-2.適用される基準
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

【適用される基準】
①設計基準 ②積算基準 ③施工管理基準

• 技術の活用の際に関係する準拠及び引用された指針、
示方書、基準類等があれば記述する。

• 公の基準と独自の基準を区別して記載する。
• 発行年、発行元、項目、項数も併記する。
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【留意事項】
①設計時
• 設計時または技術の活用を検討する際に留意する事があれば
記述する。

• 一般的な内容ではなく、この技術に特化した内容を記述する。
• （記述例） コンクリート標準示方書に準拠した設計となる。
• 記述事項がない場合は「特になし」とする。
②施工時
• 施工時に留意してもらいたい内容を記述する。
• 一般的な内容ではなく、この技術に特化した内容を記述する。
• （記述例）・製品の設置においては「施工マニュアル」に従い施工
する。・製品を高所から落下させる等の強い衝撃を与えない。

• 記述事項がない場合は「特になし」とする。
③維持管理等
• 施工者及び管理者にどういった点を維持管理、点検するかを記
述する。

• この技術（材料など）を保管中に留意する点があれば記述する。
• （記述例）・製品保管中は雨風のあたらないようにシート等で養
生する。・製品の積み重ねは3段までとする。

• 記述事項がない場合は「特になし」とする。
④その他
• 上記以外に留意する内容があれば記述する。
• 納入に期間が必要な場合は、任意の数量に対する時期の目安
を記述する。

• 特殊機械などの保有台数及び保有場所を記述する。
• （記述例） 材料の保証期間として1年であるため、使用に留意
する。

• 記述事項がない場合は「特になし」とする。

◆記載例◆ 12.留意事項
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。



11

【従来技術名称】
• 概要②で記述した従来技術と表現を合わせる。

【活用の効果】
根拠を明確にし、項目を極力絞り込むことで、技術の特徴
が伝えやすくなります。
各項目とも同程度以外の場合に「比較の根拠」を記述する
（同程度の場合は記述しない）。
比較の根拠は、文頭に「従来技術と比較して・・・・・」と記述
する。

『経済性』
• 材料費、施工費等の理由を具体に記載する（数値的根拠
必要）。

• （記述例） 従来技術と比較して材料単価が高価となるが、
ランニングコストは安価となる。

『工程』
• ユニット化による短縮等の理由を具体に記載する（数値的
根拠必要）。

• （記述例） 従来技術と比較して防草シートを敷設するため
増加する。

◆記載例◆ 13.従来技術との比較（経済性・工程）
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。



【活用の効果の根拠】
• 基準とする数量は、下記を参考に設定し、一
式としない。（切りの良い数量とする）
①標準積算基準の単価表における単位数量
②応急復旧関連技術では２日を基本
③災害復旧関連技術では１ヶ月を基本
④非常用関連技術では３日を基準
⑤仮設および安全施設関連技術では６ヶ月
を基本

⑥その他指針文献における単位数量
⑦既NETIS登録技術の事例
⑧その他（上記に該当しない場合）

【新技術、従来技術の内訳】経済性根拠
• 項目は施工費まで含めて詳細に記述する。
• 仕様は可能な限り詳細に記述する。
• 数量は基準とする数量、又は対象となる数量
を記述する。

• 摘要には見積り対応なのか、標準積算、協
会歩掛等を明確にする。
又、対象数量の計算を入れる事も可能です。
（積算の根拠資料が必要です）

◆記載例◆ 13.従来技術との比較（経済性・工程）
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

【工程】
• 工程は基準とする数量が施工可能な日数を入力。
• 工程は必ず日数を入れる。（０日とはしない）

（日数の根拠資料が必要です）
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【活用の効果】
根拠を明確にし、項目を極力絞り込むことで、技術の特徴が伝えやすくなります。
各項目とも同程度以外の場合に「比較の根拠」を記述する（同程度の場合は記述しない）。
比較のポイントは、文頭に「従来技術と比較して・・・・・」と記述する。

『品質』
• 強度や耐久性等の向上の場合は数値的根拠が必要。
• （記述例） 従来技術と比較して雑草の繁殖を抑制できる。
『安全性』
• 原則として具体的な内容を示せる場合に向上とする。
• （記述例） 従来技術と比較して毎年の除草作業が不要となるため、事故の発生リスクが低減できる。
『施工性』
• 原則としてユニット化など理由が具体的に示せる場合のみ向上とする。
• （記述例） 従来技術と比較して毎年の除草作業が不要となる。
『周辺環境への影響』
• 振動、騒音など具体的な環境に関する項目について記述する（数値的根拠必要）。
• （記述例） 従来と比較して雑草の繁殖を抑制できるため、周辺への影響を低減できる。

【自由項目】
• 申請技術の技術特性に応じた
任意の技術的事項を２項目挙
げることができます。（ただし、
評価項目（経済性～環境）以
外の技術的項目とし、その妥
当性については、申請窓口に
確認を受けてください。）

◆記載例◆ 14.従来技術との比較（品質～環境）
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。
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【根拠資料の登録】
「品質」等各項目の根拠
資料を入力します。
（別ウィンドウ）
※詳細は24ページ参照
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【新技術のコストタイプ】
• コストタイプの「損益分岐型：A」「並行型：B」「発散型：C」
「サイクルコスト型：D」の「＋/－」 、「Ⅰ/Ⅱ」を選択する。
なお、Dタイプを選択の場合は別表に10年後までのコスト
を入力する。

【その他、技術のアピールポイント等】
• 従来技術の課題とされていた解決内容や、新技術の「売
り」を箇条書きにする。

• 記述文字数が全角で127文字以内で収める。

◆記載例◆ 15.アピールポイント等、コストタイプ
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。
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【施工単価】
• 活用の効果で積算された条件を具体に記載する。
• 積算された地域、年月及び使用した参考資料の採用月を記
述する。

• 施工条件等により価格が変わる場合は、一般的な施工条件
で、標準的な規模で施工した場合の施工条件及び単価等を
記述する。

• 経済性でコスト縮減がある場合は、その効果が現れる適用範
囲を記述する。

【歩掛表】
• 該当するものを選択する。
• 標準歩掛とは、国土交通省土木工事標準積算基準書・市場単価等である。
• 暫定歩掛とは、「公共工事等における新技術活用システム」実施要領に基
づく新技術の 暫定歩掛である。

• 協会、自社歩掛の場合は、歩掛が分かる資料を添付する。

【費用内訳表】
• 新技術の単価及び損料等がわかるような記述とする。
• 製品等で各バリエーションの製品単価を記述しても構わない。
• 施工条件等により価格が変わる場合は、一般的な施工条件
で、標準的な規模で施工した場合の施工条件及び単価等を
記述する。

◆記載例◆ 16.施工単価 17.費用内訳表、歩掛
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。



【施工方法】
• 活用の効果で積算された条件を基に記載する。
• 具体の施工方法を簡潔に記述する。
• ①、②、③のように作業工程を順序よく記述する。
• 施工機械等があれば名称と規格も記述する。
• 付属製品等があれば使用数量等も記述する。
【施工方法写真】
• 施工フロー写真およびイメージ図を活用し作業工程の確認できる
ものとし、番号を整合させる。

• 従来技術と大きく作業工程が変わるようであれば、フロー図を利用
し違いを明確にする。

• 写真等にはコメント補足するなど分かりやすく工夫する。

【今後の課題とその対応計画】
①今後の課題
• 今後、改善する課題があれば記述する。
• （記述例） 防草シートの高強度化
• 記述事項がない場合は「特になし」とする。
②対応計画
• 今後の課題での対応策を記述する。
• （記述例） 製造ラインの機械化
• 記述事項がない場合は「特になし」とする。

◆記載例◆ 18.施工方法 19.今後の課題
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。
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①除草 ②防草シート敷設

③アンカーピン設置 ④仕上げ

施工方法の写真、イメージ図など
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【国土交通省における施工実績】
• 実績は正式な工事名がわかる工事のみを
記述する。

• 事業種類は一般工事を選択する。
• 施工開始、終了は工事の全体工期の日付
を記述する。

• CORINS番号は確認して記述する。（全て
公共工事には番号があります）

• 業務実績の場合はTECRISの番号を記述
する。

【国土交通省以外における施工実績】
• その他の公共機関は県市町村、独立行政法人での実績とする。
• 実績は正式な工事名がわかる工事のみを記述する。
• 発注者（種別）は「公共機関」「民間」を選択する。
• 発注者（事務所）は各自治体の事務所まで記述する。
• 発注者（事務所）で民間の場合は○○建設（株）等を記述する。

• 施工開始、終了は工事の全体工期の日付を記述する。
• CORINS番号は確認して記述する。（全て公共工事には
番号があります）

• 民間にはJR、NEXCO等も含む。
• 民間の実績で個人の場合は名称を○○に変更しても構
いません。

◆記載例◆ 20.施工実績
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

【実績件数】
• 開発年と関連性を付けた実績とする。
（国土交通省）
• 国土交通省の実績件数を入れる。
（国土交通省以外）
• その他の公共機関、民間別に実績件数を
入れる。



【特許】
• 特許の「有り」「出願中」を選択し、ない場
合は選択しない。

• 特許の「有り」「出願中」を選択した場合
は、特許情報に特許番号又は出願番号
を記述し特許及び出願の名称を（ ）で記
述する。

• 特許出願予定は特許情報に出願予定と
記述する。

• 特許取得の場合、実施権を選択し、特許
権者、実施権者、特許料、問合せ先も記
述する。

• 特許権者が複数の場合、申請者以外の
同意書を添付する。

• 特許料が必要な場合は特許料金を記述
し、製品代等に含む場合はその旨記載
する。

【実用新案】
• 実用新案の「有り」「出願中」「出願予定」「無し」を選択する。
• 実用新案の取得及び出願中の場合は番号を記述し、名称を（ ）に
記述する。

• 実用新案取得の場合は実施権を選択する。
【備考】
• 意匠登録や商標登録があれば番号と名称を記述する。

◆記載例◆ 21.特許・実用新案
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

18
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【第三者評価・表彰等】
• 「建設技術審査証明」や「建設技術評価」等を
取得されている場合に記述する。

• 証明等が有効期限切れや、証明が範囲外であ
れば記述できないものとする。

• その他の制度等（他省庁の行っている制度）に
よる証明や表彰をされた場合に記述する。

【証明項目】
• 「建設技術審査証明」や「建設技術評価」等を
取得されている場合に記述する。

◆記載例◆ 22.第三者評価・表彰等
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。



20

【実験等実施状況】
• 技術の成立性、効果、機能の確認できる実験結果を記述
する。

• 技術の効果、成立性について、最低限必要な事を記述す
る。

• 日付、場所、目的、実験方法、結果、考察等を明確に記
述する。

• 記載されている結果が、従来技術あるいは技術基準と比
較した記述とする。

• 基準類は下記を示す。
①国土交通省通達などによる試験基準
②各種指針等で定められた基準
③JIS規格等で定められた基準
④その他NEXCO等で定められた基準
⑤学等と実証実験などにより定めた基準
⑥工法協会等で定めた基準
⑦開発に当たり企業独自で証明した基準
⑧その他（試験内容記載）

• 「耐久性」「耐用年数」「強度特性」など試験結果に基づき
整理する。

【実験等実施状況写真、表】
• 試験結果等は表や写真を利用し表現する事もできる。
• 実験写真を使用する場合は、ユーザーがわかりやすいよ
うコメント補足するなど工夫する。

試験状況写真

◆記載例◆ 23.実験等実施状況
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。
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【添付資料】
• 「13.14.従来技術との比較」において「活用の効果」の根拠に必要
となる資料ファイル（PDF形式）を添付する。
例）

1.積算資料‥‥見積りなどコスト比較資料
2.リーフレット
3.施工実績一覧表
4.実証試験結果報告書
5.現場状況写真
6.製品仕様書
7.施工要領書
8.出来形管理表
9.比較工程表
10.独自技術資料
11.参考01○○技術指針 など

• 「14.根拠資料の入力」に記載した添付資料名と整合させる。
• ここに記入する資料は、NETIS閲覧者からの申し立ての場合に提
供できるものとする。

【参考文献】
• 添付資料以外のもので、申請する新技術において参考にした文
献を記述する。

参考とした文献があれは文献名を記載する。

◆記載例◆ 24.添付資料 25.参考文献
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

資料ファイル（PDF形式）

資料ファイル（PDF形式）

資料ファイル（PDF形式）
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【その他写真・タイトル】
• 施工事例などを添付する。

・写真及びイメージ図はGIFあるいはJPEG形式の画像ファイルとする。
・画像の横幅は最大でも、横600ピクセルに収まるようにする。

◆記載例◆ 26.その他写真・その他ダウンロード資料
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

施工事例等写真

施工事例等写真

カタログ・リーフレットなど

【その他ダウンロード資料】
• NETIS閲覧者がダウンロード可能な資料を添付する。
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◆記載例◆ 27.比較表 ※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

【類似技術】
• 類似するNETIS登録技術がある場合、「類似技術の追加」
ボタンでNETIS登録番号を入力する。（最大５件）

• 比較表が自動作成される。

【比較表】
• 比較表は自動作成される。
• 類似技術がない場合は「新技術」と「従来技術」のみとする。
• セルに着色（灰色）がない箇所は、「新技術」の記載内容を
参考に、項目に沿った事項を記入する。

• 「備考」欄には特徴（メリットなど）を簡潔に記載する。

00 △△△△△△△

00
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◆記載例◆ 14.従来技術との比較「根拠資料の入力」
※記載ないものは入力システム内の説明に従い記入してください。

click

次頁以降に記入要領
について説明していま
すので、参考にしてくだ
さい。



備考

中 小 ①現行基準値等 ②現行基準との比較＜結果＞
③申請技術について実証により確

認した数値等
④従来技術との比較＜結果＞ ⑤申請技術の数値採取条件 ⑥実証方法・機関

⑦添付資料名・番号

（根拠データ等）
⑧基準値等の引用もと

物性

製品強度 ○○N/mm
2
以上 適合 平均値○○N/mm

2 向上

（従来は○○N/㎜
2
程度）

自社工場による○○○の強度試験

による
自社確認 添付4：○○圧縮試験成績表

参考3：H24道路橋示方書・解説P

○○

大、中項目はさわらないように
する。

・強度や特性が確認できる項目と
する

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・準拠した数値等がなければ「－」
とする。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適

合とする。
・①が「－」の場合は「－」とする。

・実験や実証で確認された数値や
コメントを記述する。

・記述内容は添付資料の内容と整
合させる。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述

する。
・様式２の品質が向上となっていれ
ば整合させる。

・③の数値等が確認された条件や
規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。

・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記

述する。
・添付のコピーは表紙も含めて添付
する。

形状

標準形状 --- ---
幅：○○0mm
長さ：○○mm

高さ：○○mm

比較対象外 リーフレット 自社確認 添付5：リーフレット ---

大、中項目はさわらないように

する。

・概観の形状や重量等を記述する ・準拠した基準等があれば数値や

コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば

適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・リーフレット等で確認された数値

やコメントを記述する。
・記述内容は添付資料の内容と整

合させる。

・従来と比較して「向上・同等・低

下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・従来に該当しないようであれば
「比較対象外」とする

・③の数値等が確認された条件や

規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名

を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料

名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考

資料として添付し番号、資料名を記
述する。

能力

機能維持 ○○年以上（自社基準） 適合
○○年○○ヶ月経過後も機能を維
持している事が確認

同等 ○○工事の現況状況写真 自社確認 添付6：現況状況写真 参考4：○○○品質マニュアル

大、中項目はさわらないように

する。

・耐久性（継続的、長期的）を確認

できる項目とする。

・準拠した基準等があれば数値や

コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば

適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・耐久性（継続的、長期的）で追跡

調査等の結果や、現況の状況が確
認できる内容を記述する。

・従来と比較して「向上・同等・低

下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の数値等が確認された条件や

規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名

を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料

名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考

資料として添付し番号、資料名を記
述する。

材料

使用材料（○○、■■） --- ---
○○の材質：○○○○
■■の材質：○○○○

比較対象外 材料ミルシート
○○商事
■■建材

添付7：使用材料ミルシート ---

大、中項目はさわらないように

する。

・使用されている主材料の品質を確

認できる項目とする

・準拠した基準等があれば数値や

コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば

適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・主材料の品質が確認できる内容

とする。

・従来と比較して「向上・同等・低

下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の数値等が確認された条件や

規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名

を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料

名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考

資料として添付し番号、資料名を記
述する。

施工

○○の管理 ○○である事の確認（自社基準） 適合 ○○である事を確認 同等 ○○工事の品質管理資料 ○○建設 添付8：○○工事の品質管理資料 参考4：○○○品質マニュアル

大、中項目はさわらないように
する。

・施工中に行わなければならない
品質管理等の項目とする。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適

合とする。

・実際に管理した内容、数値等を記
述する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述

する。

・③の数値等が確認された工事名
や条件、規模等を記述する。

・③の数値等が確認された社名を
記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記

述する。

完成物

出来形管理 ○○㎜以内 適合
最大値が○○で○○以内である事

が確認
同等 ○○工事の出来形管理資料 ○○建設

添付9：○○工事の出来形管理資

料

参考5：九州地方整備局H23出来形

管理基準および規格値

大、中項目はさわらないように
する。

・完成物としてどんな書類があるか
を記述する。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適

合とする。

・実際に管理した内容、数値等を記
述する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述

する。

・③の数値等が確認された工事名
や条件、規模等を記述する。

・③の数値等が確認された社名を
記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記

述する。

【記載の留意点】

【記載の留意点】

【記載の留意点】

耐久性

品質・出来形

評価項目 申請者記入欄

大

【記載の留意点】

【記載の留意点】

【記載の留意点】
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◆記入要領◆ 「根拠資料の入力」品 質

品 質 耐久性
（物性）

耐久性
（形状）

耐久性
（能力）



備考

中 小 ①現行基準値等 ②現行基準との比較＜結果＞
③申請技術について実証により確
認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞ ⑤申請技術の数値採取条件 ⑥実証方法・機関
⑦添付資料名・番号
（根拠データ等）

⑧基準値等の引用もと

構造

製品の売りを記載
（技術の成立性等の内容とする）

--- --- ○○が○○していることを確認
向上

（従来は○○や○○の恐れがあ
る）

○○の確認試験より ○○工業試験場 添付2：○○確認試験報告書 ---

大、中項目はさわらないように
する。

・技術の売りや成立性を項目立て
る

・準拠した基準等があれば数値や
コメント等を記述する。
・準拠した数値がなければ「－」と
する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。
・①が「－」の場合は「－」とする。

・実験や実証で確認された数値や
コメントを記述する。
・記述内容は添付資料の内容と整
合させる。
・様式２の「活用の効果」で向上と
なってい項目（品質、安全性、施工
性）の裏付けを記述する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の数値等が確認された条件や
規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。
・添付のコピーは表紙も含めて添付
する。

施工段階

作業員事故の発生
土木工事安全施工技術指針「第1
章総則、第2章安全措置一般」

適合 事故なし 同等 ○○工事他○件の施工実績より 自社確認 添付3：施工実績一覧表
参考2：土木工事安全施工技術指
針「第1章総則、第2章安全措置一
般」

大、中項目はさわらないように
する。

・現場の施工がある場合に作業員
事故の発生有無を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・土木工事安全施工技術指針「第1
章総則、第2章安全措置一般」その
他対象の章を記載する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・③で事故なしであれば適合とし、
事故があれば不適合とする。
・①で「－」であれば「－」とする。

・事故なし又は事故ありを記述し、
事故ありは理由を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の記述が確認された施工実績
の件数を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・施工実績を確認されている社名等
を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①の土木工事安全施工技術指針
で対象の章をコピーし参考資料とし
て添付し番号、資料名を記述する。

※仮設工については施工段階の安

全性は含まない。
第三者事故の発生

土木工事安全施工技術指針「第1
章総則、第2章安全措置一般」

適合 事故なし 同等 ○○工事他○件の施工実績より 自社確認 添付3：施工実績一覧表
参考2：土木工事安全施工技術指
針「第1章総則、第2章安全措置一
般」

大、中項目はさわらないように
する。

・現場の施工がある場合に第三者
事故の発生有無を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・土木工事安全施工技術指針「第1
章総則、第2章安全措置一般」その
他対象の章を記載する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・③で事故なしであれば適合とし、
事故があれば不適合とする。
・①で「－」であれば「－」とする。

・事故なし又は事故ありを記述し、
事故ありは理由を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の記述が確認された施工実績
の件数を記述する。
・現場施工がない場合は「－」とす
る。

・施工実績を確認されている社名等
を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①の土木工事安全施工技術指針
で対象の章をコピーし参考資料とし
て添付し番号、資料名を記述する。

【記載の留意点】

【記載の留意点】

大

安全性

※労働安全衛生法上の安全性

等は含まない。

評価項目

【記載の留意点】

申請者記入欄
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◆記入要領◆ 「根拠資料の入力」安全性



備考

中 小 ①現行基準値等 ②現行基準との比較＜結果＞
③申請技術について実証により確
認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞ ⑤申請技術の数値採取条件 ⑥実証方法・機関
⑦添付資料名・番号
（根拠データ等）

⑧基準値等の引用もと

合理化

工程 --- --- 1日/100m2
向上

（従来は2日/100m
2
）

コンクリート床版100㎡の比較工程
表

自社確認 添付10：比較工程表 ---

大、中項目はさわらないように
する。

・工程や製作日数等の項目とする。 ・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。
・準拠した数値等がなければ「－」
とする。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。
・①が「－」の場合は「－」とする。

・様式２の工程で記述した日数を記
述する。

・様式２の工程で記述した日数を記
述する。
・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・工程を算出した根拠の条件や資
料を記述する。

・③、④の数値等が確認された社
名を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。
・添付のコピーは表紙も含めて添付
する。

現場条件

現場条件 --- ---
作業スペースとして○○m×○○m
程度必要

同等 施工マニュアル 自社確認 添付11：○○○施工マニュアル ---

大、中項目はさわらないように
する。

・現場条件とし、他に条件あれば記
述可能である。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・様式２の現場条件を記述し、その
他条件があれば記述可能である。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・現場条件の根拠や条件が記載さ
れている資料を記述する。

・③の記述が確認できる資料の発
行元を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

適用範囲

適用可能な範囲 --- --- コンクリート床版 同等 施工マニュアル 自社確認 添付11：○○○施工マニュアル ---

大、中項目はさわらないように
する。

・適用可能な範囲とし、他に適用範
囲等があれば記述可能である。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・様式２の適用可能な範囲を記述
し、その他適用範囲があれば記述
可能である。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・適用可能な範囲の根拠や条件が
記載されている資料を記述する。

・③の記述が確認できる資料の発
行元を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

自然条件

自然条件 --- --- 4℃～40℃ 同等 施工マニュアル 自社確認 添付11：○○○施工マニュアル ---

大、中項目はさわらないように
する。

・自然条件とし、他に条件があれば
記述可能である

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・様式２の自然条件を記述し、その
他条件があれば記述可能である。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・自然条件の根拠や条件が記載さ
れている資料を記述する。

・③の記述が確認できる資料の発
行元を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

施工管理

○○の管理頻度 1径間あたり○箇所（自社基準） 適合 1径間あたり○箇所の確認 同等 ○○工事の品質管理資料 ○○建設 添付8：○○工事の品質管理資料 参考4：○○○品質マニュアル

大、中項目はさわらないように
する。

・上記の品質・出来形の「施工」で
記述した項目の管理頻度とする。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・実際に管理した頻度等を記述す
る。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③の数値等が確認された工事名
や条件、規模等を記述する。

・③の数値等が確認された社名を
記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

難易度

熟練工への依存度 --- ---
専門技術者は不要で普通作業員
で施工可能

同等 施工マニュアル 自社確認 添付11：○○○施工マニュアル ---

大、中項目はさわらないように
する。

・熟練工の依存度とする。 ・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・専門技術者や何かの有資格者で
なければ施工できないのかを記述
する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③で専門技術者や有資格者が必
要とする根拠が記載された資料記
述する。

・③の記述が確認できる資料の発
行元を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

【記載の留意点】

【記載の留意点】

【記載の留意点】

【記載の留意点】

施工性

【記載の留意点】

【記載の留意点】

評価項目 申請者記入欄

大
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◆記入要領◆ 「根拠資料の入力」施工性



備考

大 中 小 ①現行基準値等 ②現行基準との比較＜結果＞
③申請技術について実証により確
認した数値等

④従来技術との比較＜結果＞ ⑤申請技術の数値採取条件 ⑥実証方法・機関
⑦添付資料名・番号
（根拠データ等）

⑧基準値等の引用もと

環境 社会環境

環境に影響する有害性 --- --- 環境に影響する有害性はない 同等 安全データシート 自社確認 添付１2：安全データシート ---

【記載
の留
意点】

大、中項目はさわらないように
する。

・環境に関する項目とする。
・例）水質、土壌、大気、振動・騒
音、リサイクル、等の項目とする。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。
・準拠した数値等がなければ「－」
とする。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。
・①が「－」の場合は「－」とする。

・無害である内容を記述する。ま
た、振動・騒音であれば数値を記述
し、リサイクルであれば、リサイクル
の具体の内容を記述する。
・様式２で「環境」が向上となってい
れば、その裏付けを記述する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③を確認できる資料（MSDS）等の
名称や、試験の条件、規模等を記
述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。
・添付のコピーは表紙も含めて添付
する。

作業員環境

作業員への負荷程度について --- --- 製品が軽量で作業が容易
向上（従来は重量が○○㎏で作業
が重労であった）

施工マニュアル 自社確認 添付11：○○○施工マニュアル ---

【記載
の留
意点】

大、中項目はさわらないように
する。

・作業員の作業環境や施工性に関
する項目とする。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・作業環境や施工性について記述
する。
・様式２で「施工性」が向上となって
いれば、その裏付けを記述する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③を確認できる資料等の名称や、
試験の条件、規模等を記述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

完成物

美観
○○年経過後においても構造物の
美観を維持する。

適合
完成から○○年経過後でも△△部
にひび割れが無く、美観は保たれ
ている事を確認した。

向上（従来技術は○○年経過後に
は△△部にひび割れが発生）

○件の施工実績より 自社確認 添付13：現地確認結果一覧表 自社基準

【記載
の留
意点】

大、中項目は任意に設定す
る。

・技術特性に応じた新たな項目を設
定する。

・準拠した基準等があれば数値や
コメントを記述する。

・③の数値が①を満足していれば
適合とし、満足していなければ不適
合とする。

・美観を維持している内容を記載す
る。
・様式２で「完成後の美観」といった
記載があれば、その裏付けを記述
する。

・従来と比較して「向上・同等・低
下」を記述し、理由も（　　）に記述
する。

・③を確認できる資料（MSDS）等の
名称や、試験の条件、規模等を記
述する。

・③の数値等が確認された機関名
を記述する。
・自社で確認していれば「自社確
認」とする。

・③の確認できる添付番号と資料
名を記述する。

・①で準拠した資料のコピーを参考
資料として添付し番号、資料名を記
述する。

【記載
の留
意点】

大、中項目は任意に設定す
る。

その他（自由設定）
＊申請内容を踏まえ評
価項目を設定下さい

申請者記入欄

その他自由設定
例）品質・出来形（完了
後○○年経過後）

評価項目
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◆記入要領◆ 「根拠資料の入力」環境・その他自由設定


